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ふるさと納税制度が４月から改正された。「控除の

拡大」で寄付金の上限が増え、手続きも簡素化され

たのが特徴で、多くの自治体で特色のある「返礼品」

に知恵を絞れば、それを見つけて寄付をしようと両

者は過熱気味。控除の拡大で、これまで上限額は個

人住民税の約１割だったが約２割に増えた。また控

除を受けるには税務署で確定申告が必要だったが、

４月以降は年間５自治体までの寄付ならば確定申告

が原則必要なくなった。

第一次安倍政権で始まったこの制度は2011年の東日本大震災で利用が増えた。しかし多くの自治体は被災地応援に回り制度拡大

の独自路線は避けてきた。そこにアベノミクスの「地方創生」で頑張る自治体を税制面で応援する姿勢に変わった。自治体が返礼

品に特産物を贈れば地場産業のてこ入れにもつながるからだ。

ところが品物が高額化する一方に総務省は釘を刺す。換金性の高いプリペイドカード、寄付額に対して返礼の割合が高い品物な

どを「自粛」するよう通知。宅地、宮崎牛一頭分、純金手裏剣、電子マネー等は、話題や物議をかもした。「通販みたいで国策とし

ていかがなものか」と石破茂地方創生相も渋い表情だ。南高梅「白干し」（樽詰め―田辺市）や船橋市の「ふなっしーと船えもん」（特

製クリアファイル）などは豪奢を押さえ工夫も見られるが…。（「ふるさと納税情報センター」で情報公開中）
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税理士の

確定申告不要制度により、利用しやすくなったふるさと納税ですが、すべての人が確定申告不要となるわけで

はありません。個人事業者の方はもちろんのこと、サラリーマンでも、医療費控除や、初年度の住宅ローン控

除の適用を受ける場合など、確定申告を必要とする方は、申告にて寄付金控除をすることになります。このよ

うに、確定申告をする方はふるさと納税のワンストップ特例は適用出来ませんのでご注意ください。ワンストッ

プ特例は、確定申告が不要な方を対象とする制度です。くれぐれもお間違いのないようお願い致します。
堺事業部　天谷　翔



商品やサービスの良さを伝えるために
魅力を細分化しよう

商品やサービスの良さを伝えることが、マーケティングの基本です。しかし、その良さを示す情報がアバウトだと、相手には伝わ

りません。

御社の商品やサービスの魅力や目的、効果、意味合いなどを、ポイントに分けて細分化して伝えることが望ましいでしょう。

美容室の例を挙げてみます。お店に入ろうか迷っているお客様に対して「当美容室は多くのお客様がリピーターになります」と説明

する際、コンスタントに来店する気になれる要素を、できるだけ細かく分けて説明してみましょう。

「イスの数が多いので、お待たせしない」

「駅から近く、交通の便が良い」

「内装がおしゃれで気分が良くなり、また来たくなる」

「スタイリストの接客対応が良い」

「家庭的な雰囲気で、店内スタッフやお客様同士と仲良くなれる」

「来店するとポイントがつき、たまったポイントでシャンプー等がもらえる」

このように、考えられる限りの「リピーターになれる要素」を言葉に表してみましょう。

細分化して伝えることで、どれか一要素にでも反応した人が、新たなお客様になってくれる可能性があるでしょう。

魅力を細分化することは、いざ急に始めようとしても簡単にはうまくいきません。普段から訓練しておく必要があります。

たとえば「私がテニスをやる５つの理由」「仕事中にコーヒーを飲む３つのメリット」など、プライベートに関しても３から５くらい

のポイントに分けて考えてみることをおすすめします。こうした日常生活での訓練が、マーケティングに役立つのです。

コンサルの

従業員に自社の商品の強みを聞いて、どれくらい詳細な解答が返ってくるかで現状把握

が可能となります。

強みを詳細に分析しておくことはマーケティングにおいて非常に重要な作業となりま

す。強みを細分化することが、そのまま営業マンが顧客に自社商品をアピールする際の

説得材料となります。

自社商品の強みを細分化して、会社全体で共有しておくことがマーケティングの第一歩

です。

中小企業診断士

山本淳一

普段からの訓練が細分化する力をつける
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